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１. 大規模なオープンソースソフトウェアである FreeBSD Ports Collections に対するコードクローン解析。 
２. 研究室内で開発したソフトウェアと FreeBSD Ports Collections 間のコードクローン検出。 
３. Linux と BSD 系オペレーティングシステムのカーネルに対するソフトウェアの変遷の調査。 
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 さらに、このシステムを利用して、大規模なオープンソースソフトウェアである FreeBSD Ports Collections に対
するコードクローン分析、研究室内で開発したソフトウェアと FreeBSD Ports Collections 間のコードクローン分析、
Linux と BSD 系オペレーティングシステムのカーネル間のコードクローンの変遷調査等への適用を行い、本手法の
有効性を確認した。 
 上記のように本論文の内容は、ソフトウェア工学の研究に、大規模コードクローン分析という新たな分野を切り開
く非常に有用なものである。よって、本論文は博士（情報科学）論文として十分な価値があるものと認める。 
